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社長メッセージ：株主の皆さまへ

1

社長の友野 宏です。

株主の皆さまの日ごろのご理解とご支援に、
心からお礼申し上げます。

業績についてご報告します。平成22年度上半期 
は、289億円の経常利益を計上しました。需要 
回復のほか、コスト削減や鋼材価格の改善と 
いった努力もあり、平成21年度の経常損失から
黒字に好転させました。

平成22年度の通期は、収益を回復トレンドに乗せます。700億円の
経常利益を予想しています。円高やアジアでの鋼材価格の下落もあり、
環境は不透明ですが、原材料価格の変動にあわせて鋼材価格を改善 
す る な ど、 収 益 向 上 を 目 指 
します。

安 定 配 当 が 基 本 方 針 で す。 
当期の中間配当は１株当たり 
2.5円といたしました。通期では 
少なくとも１株当たり５円を 
配当いたしたいと考えています。

住友金属グループは、「強い 
ところをより強く」して「差別化 
を加速」し、「質」と「規模」の 
バランスが取れた成長を目指 
します。

「
質
」

上
向
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「質」と「規模」のバランス
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2

この方針のもと、当社グループは、エネルギー、高速鉄道、高級 
薄板などの得意分野で成長します。ブラジルのシームレスパイプ 
製造拠点がまもなく稼動します。インド、ベトナム、タイでも事業 
展開しています。国内の製造技術力をベースとして、海外の成長 
市場で事業展開して、成長を続けます。

持続して成長するには、例えばお客さまのニーズにお応えする 
高い技術力といった、財務諸表に載らない「見えない資産」が大切 
です。「見えない資産」を磨くことで企業価値を向上させ、株主の 
皆さまをはじめとして、お客さま、従業員、お取引先、そして地域 
社会の皆さまを含めた全てのステークホルダーの皆さまに貢献したい
と考えています。

今後もより一層のご理解とご支援を、よろしくお願い申し上げます。

代表取締役社長
友野　宏
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連結財務ハイライトと目指す方向

3

平成22年度上半期の売上高は6,937億円で、経常利益は289億円でした。
平成22年度通期は１兆5,000億円の売上高、700億円の経常利益を

予想しています。

売上高・売上高営業利益率（ROS）

凡例
通期ROS
（右目盛り）

売上高
（左目盛り）

ROS＝営業利益÷売上高

破線は通期見通し

ROA＝支払利息前経常利益÷
総資産（期中平均）
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当社グループは、「強いところをより強く」して「差別化を加速」する 
ことで、収益を回復トレンドに乗せて、持続的成長を目指します。

総資産・借入残高・自己資本比率
（億円）
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持続的成長を目指します

益
利
常
経

（年度）S59S62 H5 H11H2 H8 H14 H17H18 H20H21H22

過去の収益
変動レンジ

構造改革

目指す収益と
変動レンジ

0
差別化
の加速

＜連結貸借対照表（Ｈ22年9月末時点）＞
（資産） （負債・純資産）

流動資産 6,226億円 流動負債 6,615億円

固定負債 8,679億円

純資産 8,682億円

有形･無形
固定資産

投資その
他の資産 6,402億円

11,349億円

＜連結損益計算書（Ｈ22年度上半期）＞

売上高 6,937億円

営業利益 347億円
経常利益 289億円
純利益 348億円
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国内強化と海外事業で、企業価値向上を目指します

国内拠点の強化が基本です

5

国内製造拠点を強化し、ハイ
エンド製品に注力して、「差別化
の加速」をすすめます。技術の
基盤は国内です。これをベース
に海外成長市場で事業を展開 
し て、 企 業 価 値 向 上 を 目 指 
します。

平成24年度下半期に第５高炉
と切り替えます。高効率・安定
操業を目指します。

基礎工事中の新しい第2高炉（手前）
と昨年稼動した第1高炉（奥）

1 和歌山製鉄所で、新しい�
第２高炉を建設中

国内強化と海外事業で企業価値向上

卓越した技術で社会に貢献

海外成長市場で事業展開

技術の基盤は国内、ハイエンド製品にシフト
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2 小倉で、製鋼プロセスを
革新する設備が完成

本年10月に完成しました。脱炭 
や脱リンなどの精錬設備や連続 
鋳造設備を新設しました。品質 
とコスト競争力に磨きをかけ、 
差別化をすすめます。

新しい第4連続鋳造設備（4CC）

3 蒸気発生器用伝熱管
（SG管）の生産能力を増強

総合技術研究所の�
リニューアル工事を開始

SG管は原子力発電所の心臓部
です。CO2を排出しない原子力
発電所は世界中で新設が相次い
でいます。平成25年４月に増産
開始の予定です。

蒸気発生器用伝熱管（SG管）

4

尼崎市の総合技術研究所では、 
研究棟のリニューアル工事を 
始めました。お客さまのニーズ 
に応えるために、研究開発機能 
を高めます。平成24年５月の 
完成予定です。

新研究棟完成予想図
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海外の成長市場に進出します

7

ブラジルで建設中の高炉一貫製鉄所

1

2

高級シームレスパイプを製造する高炉一貫製鉄所を建設しています。 
国内と合わせ、全世界に向けた販売体制が強化されます。年内に 
稼動の予定です。

石炭の代わりに木炭で製鉄することにより、下図のようにCO2 
排出量は実質ゼロとなります。

年産160万トン規模の薄板 
工場を建設中です。成長する 
アセアン市場での自動車や家電 
向け薄板の製造販売拠点です。 
平成24年の稼動予定です。

CO2発生

木炭

自家保有森林

CO2吸収

高炉

ブラジル：木炭高炉でCO  排出を抑制します2

●●

●●

●●
●●

高級薄板：アセアン地域進出

ベトナム

熱延コイル

（CSC） スラブ

鹿島

高級薄板：アセアン地域進出

鹿島

熱延コイル熱延コイル

スラブ

和歌山

（CSC）

中國鋼鐵股　
有限公司

熱延コイル

ベトナム

冷延鋼板
〈製品〉

溶融亜鉛

電磁鋼板
　めっき鋼板

ブラジル、ベトナム、インド、タイなど、
海外の成長市場で事業展開しています。

ブラジル：シームレスパイプを製造する高炉一貫製鉄所

ベトナム：薄板事業
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ブーシャン社 高炉一貫製鉄所

鹿島製鉄所の厚板工場

4

3 インド：

タイ：厚板事業
世界最大の鋼管継手メーカー 

のカナドイルグループがタイで 
行う厚板工場新設事業に参画し
ます。平成25年に完成予定です。
鹿島製鉄所の厚板工場は、タイと
分業することで、よりハイエンド
化をすすめます。

⑴高炉一貫製鉄事業
当社の技術援助のもと、ブー 

シャン社の製鉄所（オリッサ州） 
で製造する薄板を、当社ブランド 
で現地のお客さまに販売する 
計画です。また､ 同社が西ベン 
ガル州ですすめている高炉一貫 
製鉄所プロジェクトへの参画を 
検討しています｡

⑵鍛造クランクシャフト事業
本年４月、インドで鍛造クラ

ンクシャフト製造を始めました。 
日本、米国、中国と合わせ、世界 
４拠点で製造販売します。

●●
●●

●●
●●

恵州住金鍛造有限公司

米国
International Crankshaft Inc.

大阪中国
インド
SMI Amtek
      Crankshaft Pvt. Ltd.

米国
International Crankshaft Inc.恵州住金鍛造有限公司

大阪中国
インド

      Crankshaft Pvt. Ltd.

鍛造クランクシャフト：世界4拠点鍛造クランクシャフト：世界4拠点

SMI Amtek
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株主の皆さまとともに

1

2

株主の皆さまへの利益還元

当社グループを知っていただくために

安定配当が基本方針です。当期
は、少なくとも５円を配当して、
長期保有の皆さまのご期待に応え
たいと考えています。

⑴工場をご覧いただいています
年２回、株主の皆さまに工場に 

おいでいただいています。鹿島、 
大阪、尼崎、和歌山、小倉の５ヶ所 
を対象としています。

⑶当社ウェブサイトを刷新しました
事業内容や当社が目指している

ことをわかりやすくご紹介して 
います｡

⑵�鹿島アントラーズ戦を�
観戦いただいています
サッカーＪ１リーグの試合です。

鹿嶋市でのゲームに加え、全国各地で 
行われるゲーム観戦の機会もあります。

⑷「経営報告書�社会・環境編」
を新しく発行しました
地球環境保全や社会貢献など、CSR

に関わる取り組みをご報告しています｡

Jリーグの白熱した試合をご覧いただきます。
（5千株以上ご所有の株主さまが対象です。）

大阪（製鋼所）では鉄道車輪がつくられる様子をご覧 
いただきます。（1万株以上ご所有の株主さまが対象です。）

2

4

6

8

10

0
（年度） 

１株当たり年間配当額
（円／株） 

H19H18 H20 H21 H22
見通し

10 10

8

5 5

期末

中間

⑸個人投資家説明会を開催しています
当社グループの事業戦略を、ひろくご理解いただくために、昨年より 

個人投資家の皆さまへの説明会を始めました。本年度は大阪、京都、 
名古屋、および東北地方で、のべ５回開催します。
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株式に関するお手続きについて
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証券会社の口座で株式を管理しておられますか？

株式数は1,000株以上ですか？

配当金を銀行などの口座振込で受け取っておられますか？

→証券会社の口座で株式を管理しておられない場合は、証券会社の口座への振替手続き
をお願いいたします。お手続き先は、以下の通りです。証券会社の口座で管理して 
おられるかどうかがご不明な場合も、以下にお問い合わせください。

お手続き先：
住友信託銀行㈱
証券代行部

電話番号：0120-176-417
受付時間：土・日、祝日を除く9時～17時

→1,000株未満の株主さまは、議決権を行使いただけない、市場で株式を売却いただけ
ないなどの制限がございます。売却される場合は、単元未満株式買取制度をご利用 
ください。1,000株未満の株主さまには同制度のご案内を同封いたしております。

→口座振込手続きがお済みの株主さまには配当金計算書が同封されています。お済みで
ない株主さまには、より早く、安全・確実に配当金をお受け取りいただける口座振込
をお勧めします。

お手続き先：
証券会社の口座で
株式を管理しておられる場合 口座をお持ちの証券会社

証券会社の口座で
株式を管理しておられない場合

住友信託銀行㈱�
証券代行部

電話番号：0120-176-417
受付時間：土・日、祝日を除く9時～17時

その他、当社株式に関するお手続きの方法等、ご不明の点がございましたら、当社株主
名簿管理人の住友信託銀行㈱�証券代行部（電話番号：0120-176-417�受付時間：土・
日、祝日を除く9時～17時）にお問い合わせください。

お持ちの株式についてお伺いします。

見通しに関する注記事項
本中間報告書で記述されている業績予想ならびに将来予測は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した予想
であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。
そのため、さまざまな要因の変化により、実際の業績は記述されている将来見通しとは異なる結果となる可能性が 
あることをご承知おきください。
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本中間報告書に関するお問い合わせ先
　住友金属工業株式会社　広報・IR部
　電話：03－4416－6115
　メールアドレス：pr@sumitomometals.co.jp
　ホームページアドレス：http://www.sumitomometals.co.jp/

環境に優しい「植物油インキ」
を使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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